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第２四半期（中間期）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、2025年９月12日開催の取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、2025年４月11日に公

表した2026年２月期（2025年３月１日～2026年２月28日）第２四半期（中間期）の連結業績予想につきまし

て、下記のとおり修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2026年２月期 第２四半期（中間期）連結業績予想数値の修正（2025年３月１日～2025年８月 31日） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する中間純利益 

１株当たり 

連結中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

3,000 

百万円 

160 

百万円 

165 

百万円 

110 

円 銭 

28.65 

今回修正予想（Ｂ） 3,050 240 240 170 44.48 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 50 80 75 60 － 

増 減 率（ ％ ） 1.7 50.0 45.5 54.5 － 

（参考）前期第２四半期実績 

（2025年２月期第２四半期） 
2,638 154 159 77 20.33 

 

２．修正の理由 

現行中期計画の成長戦略である「コミュニティ発想」戦略に基づく各種施策が奏功し、住まい・暮らし業界

向けの広告宣伝事業を中心に各事業とも業績が好調に推移しました。特に営業利益に関して、原価管理の

徹底が奏功したほか、過年度に実施したM&Aや事業譲受等によるスケールメリットも活かし、利益率が向上

しました。ケーブルテレビ局向けに編集・制作しているチャンネルガイドに関し、利益率の高いデジタルガイ

ド（CCG）の受注が拡大したことも利益率向上の一因となっています。また、経常利益、親会社株主に帰属

する中間純利益も前回予想を上回る見込となりました。 

なお、通期予想値ならびに配当予想値につきましては、今後の景気動向等に不確実な要素が多く、現時

点において修正は行いませんが、修正が必要と判断した場合は、速やかに開示いたします。 

（注）上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したも

のであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


